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リグ ニ ン ･フェノール ･ホル ムアル デ ヒド反応液について
一 硬化性に関する一考察 一






















































































































































Table3-1 Chemicalsusedin synthesisof phenol for-
maldehyderesin(PF)*




























物 (PF)に L を加えて, さらに
反応 させる (以下 PF-L と表 わ
す),(ロ)PとLの反応物 (以下
PLと表わす)に Fを加えて, さ
らに反応させる (以下 PL-F と表
わす),(-)LとFの反応物 (以
下 LFと表わす)にPを加えて,
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Table412 Chemicalsusedinsynthesisofphenol･1ignin-formaldehyderesin(PLIFresin)*


























Reaction Viscosity(2) pHValue(3) Yieldsofprecipitate(4) Solidmatterbyhating(5)
?
? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?
? ?
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いる｡これは,L に L以外のものが結合したことによると仮定し,酸性下 (pHl.5)で紘 L
紘,はば完全に沈殿することから,12.6%以上の部分を,〔リグニン中に存在するカルボキシ




したホルムアルデヒドは,もつと多いと考えねばならない｡三川ら5)紘,L と F との反応に
おいて,水酸基の増加量を定量した結果,上が全部メチロールとして結合していると考えるこ
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水および未反応ホルムアルデヒド等が含まれていると考えねはならず,これは,20mlもの反
応液を 300ml容ビーカ-中で加熱させたことによると考えられる｡一方,Table81,8-3で














































































































考えられ,一方,LF-P は小さく,したがって faの値も小さい｡ さきの粘度の項で述べたよ
うに,あらかじめ,I,F反応を行なうことは好ましくないと考えられる｡I,の樹脂化では,L
または LFが,PやPF と反応することが期待されるのであるが,アルカ1)性下で,P,Lお






の大きい L を溶出することは難しいと考えねばならない｡ さらにまた,I,のアルカリ溶液を
140oCで加熱して得た固形分の80-100メッシュのものをメタノ-ルで8時間抽出しても,抽
出率は80%程度であることから,L自体が溶解しにくくなっていることも考慮しなくてはなら










温器中で 105oC に乾燥したが,粘ちょうな液状物を残し, さらに 140oC で乾燥しても, な
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